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お話しする内容 

教育委員会のミッションとは？ 
 Ｈ２５改訂 日本原子力学会定款 
 「教育」と「人材育成」 
 教育委員会のミッション・ステートメント 
 

教育委員会の体制と活動 
 Ｈ２７ 日本原子力学会 教育委員会体制 
 ミッションを支える小委員会 
 

福島第一原子力発電所事故の教訓 
 学会事故調の人材育成への提言 
 

本日のセッション 
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教育委員会のミッションとは？ 
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Ｈ２５改訂 日本原子力学会定款(抜粋) 
（目的） 
第３条 本会は， 公衆の安全をすべ て に優先させて，原子力 お 

よび放射線の平和利用に関する 学術および技術の進歩を
はかり， その成果の活用と普及を進め，もって環境の保全
と社会の発展に寄与することを目的とする。 

 

（事業）  
第４条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う 

     ～ 略 ～ 

 （５）  学術および技術の継承・発展， 教育，人材育成 のための
活動  

原子力・放射線の平和利用に関する学術・技術の継承・発展、成果
の活用・普及に資する教育・人材育成が求められる。 
＝＞ 専門家育成だけでなく、児童・生徒・一般市民向け教育も含む 
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「教育」と「人材育成」（１） 

教育（Education）：対象となる人の知識、見識、能力、更に
は人格の向上のために行われる様々な働きかけ。本質的に終わ
りがない。 

  ⇒ 学位、名称独占資格(例：技術士）等 
 

人材育成(Human Resource Development)：特定の
目的達成のために必要な力量を備えた人材を、教育活動を通じ
て、必要員数確保すること。ゴールがあり得る。 

  ⇒ 業務独占資格、必置資格(例：原子炉主任、放射線取扱主    

    任、核燃料取扱主任等) 
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「教育」と「人材育成」（２） 

特定目的のない
純粋な自己啓発 

教 育 
・知識、見識、能力、更には人格の向上のための活動 
・学校教育、社会教育、家庭教育、市民教育・・・ 

採用や人事
による要員
候補の獲得
活動 

特定目的のない
純粋な人格向上 

人材育成 

特定目的に必要な「要員」
を必要な員数確保するため
の教育活動 

生涯教育（含継続研鑚）等、 

自己を磨く活動 

教育委員会の役割：原子力・放射線人材育成、継続研鑚、市民のリテラシー向上に資
する原子力・放射線教育活動の推進・支援 
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原子力および放射線の平和利用を進める学協会として、本会の事業目的 

公衆の安全をすべてに優先させて、原子力および放射線の平和利用に
関する学術および技術の進歩をはかり、その成果の活用と普及を進め、
もって環境の保全と社会の発展に寄与する  

教育委員会のミッション・ステートメント 

に資する人材育成並びに原子力技術者・研究者の継続研鑚のための教育機会・コ
ンテンツを提供する。また、目的を共有する諸機関による創設・作成を支援する。こ
のため、以下のように活動する。 

 

1. 初等中等教育、高等教育および市民教育に向け、原子力、放射線および関連
領域での正確な知識の普及に努める。 

2. 将来の原子力・放射線利用を支える技術者・研究者の育成のため、高等教育
の充実を支援する。 

3. 原子力安全を最優先する倫理の醸成、安全性向上技術を初めとする最新の
科学的技術的知見の習得を含め、原子力・放射線技術者・研究者に、継続研
鑚の機会を提供し、支援するとともに関連資格の取得を奨励する。 

4. 進んで国際協力・連携に努め、優れた海外原子力教育資源の活用を図るとと
もに、新興国における原子力教育を支援する。 

5. 活動の情報公開に努め、広く意見・批判を傾聴し、活動の継続的な改善を図る  
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教育委員会の体制と活動 
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Ｈ２７ 日本原子力学会 教育委員会体制 

教育委員会 
委員長：  浜崎 学(日本技術士会) 
副委員長・理事：   岡田 往子（東京都市大） 
特別委員・副会長： 森 治嗣（北大） 
特別委員・理事：  小原 徹(東工大) 、    
             高橋 信(東北大) 

理事会 
教育担当理事 ： 佐藤修彰（東北大） 

初等・中等教育小委員会 
委員長： 工藤 和彦(九大) 

技術者教育小委員会 
委員長： 浜崎 学(日本技術士会) 

ガバナンス 

活動方針審議
情報共有 

実体的活動 

高等教育小委員会 
委員長： 宇埜 正美(福井大) 
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ミッションを支える小委員会 

  

1. 初等中等、高等および市民教育に向け、原子力、放
射線および関連領域での正確な知識の普及 

2. 将来の原子力・放射線利用を支える技術者・研究者
の育成のため、高等教育の充実。 

3. 原子力・放射線技術者・研究者に、継続研鑚の機会
を提供、支援、関連資格の取得を奨励 

4. 優れた海外原子力教育資源の活用を図るとともに、
新興国における原子力教育を支援 

5. 活動の情報公開に努め、広く意見・批判を傾聴し、
活動の継続的な改善を図る  

初等・中等／ 
高等小委 

 

高等小委 

 

 

委員会大での
強化が必要 

 

（担当小委） 

・原子力・放射線特有の科学技術的側面に止まらず、技術倫理等人文社会的側面、
機械・電気・土木・建築・化学工学等との学際的領域にわたる広範な分野を視野に入
れることが必要。 

 

技術者小委 
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福島第一原子力発電所事故の教訓 
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学会事故調の人材育成への提言（１） 

Ref. http://www.aesj.or.jp/jikocho/jikochohokoku20140308.pdf 

http://www.aesj.or.jp/jikocho/jikochohokoku20140308.pdf
http://www.aesj.or.jp/jikocho/jikochohokoku20140308.pdf
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学会事故調の人材育成への提言（2） 

Ref.  http://www.aesj.or.jp/jikocho/jikochohokoku20140308.pdf 

http://www.aesj.or.jp/jikocho/jikochohokoku20140308.pdf
http://www.aesj.or.jp/jikocho/jikochohokoku20140308.pdf
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本日のセッション       

高校教科書の原子力関連記述に関する調査と提言 

  ・・・ミッション(1) 
 

原子力教育カリキュラム標準化に関する国際動向 

  ・・・ミッション(2)，(4) 
 

日本原子力学会におけるＣＰＤへの取り組み 

  ・・・ミッション(3) 
 

文部科学省 放射線副読本を活用した検定制度の提案 

  ・・・ミッション(1) 

 

活発なご意見・ご討論をお願いします・・・ミッション(5) 


